
第１章 一次救命処置（BLS） 
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図１ 市民におけるＢＬＳアルゴリズム 

 

 

市民救助者は心停止確認のために脈拍の触知を行うべきでない。医療従事者であっても

CPR に熟練していない救助者は同様の対応でよい。一方、熟練救助者は患者の呼吸を観察し

ながら、同時に頸動脈の脈拍を確認してもよい。ただし、脈拍の有無に自信がもてないとき

は呼吸の確認に専念し、呼吸がないと判断した場合にはすみやかに CPR を開始する。脈拍の

確認のために迅速な CPR の開始を遅らせてはならない。 

傷病者に普段どおりの呼吸を認めるときは、気道確保を行い、応援、救急隊の到着を待つ。

この間、傷病者の呼吸状態を継続観察し、呼吸が認められなくなった場合にはただちに CPR

を開始する。応援を求めるためやむを得ず現場を離れるときには、傷病者を回復体位に保つ。 

まれに傷病者に呼吸はないが脈拍を認める場合がある。このような場合には熟練救助者は

気道確保し人工呼吸を行うが、頻回の脈拍確認を行い、心停止となった場合に胸骨圧迫の開



 

  

 

 

東京消防庁＞安心・安全＞救急アドバイス＞倒れている人をみたら

JRC（日本版）ガイドライン２０１０の公表を受け、東京消防庁では、平成２４年１月１日か

ら、新しいガイドラインに基づく応急手当の講習を開始しました。 

１．肩をたたきながら声をかける 

 

２．反応がなかったら、大声で助けを求

め、 

  １１９番通報とＡＥＤ搬送を依頼 

  

３．呼吸を確認する 

 

４．普段どおりの呼吸がなかったら、 

  すぐに胸骨圧迫を３０回行う 

 

５．胸骨圧迫の後、人工呼吸を２回行う 

 

口対口の人工呼吸がためらわれる場合  

一方向弁付人工呼吸用具がない場合  

血液や嘔吐物などにより感染危険があ

る場合  

                   ▼ 
人工呼吸を行わず、胸骨圧迫続けます。 

※ 人工呼吸用マウスピース等を使用しなくても



 

 

 

 
 
 

感染危険は極めて低いといわれていますが、感
染防止の観点から、人工呼吸用マウスピース等
を使用したほうがより安全です。 

胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を繰り返して
行います。  

６ ＡＥＤが到着したら 

 

７．電極パッドを胸に貼る 

 

８．電気ショックの必要性は、 

  ＡＥＤが判断する。 

 

９．ショックボタンを押す 

 



 

 

新しいガイドラインに基づき改正されたのは下の表のとおりです。 
                                平成２４年１月１日改正 

 改正前 改正後

倒 
れ 
て 
い 
る 
人 
を 
発 
見

反応がなければ 
近くの人に119番通報とAED搬送を依頼し、 

気道確保をしてから呼吸の確
認 

（見て、聞いて、感じて） 

反応がなければ 
近くの人に119番通報とAED搬送を依頼し、 

気道確保をせずに呼吸の確
認 

（胸と腹部の動きを見る） 

心 
肺 
蘇 
生

普段通りの呼吸がなければ 

人工呼吸２回 
普段通りの呼吸がなければ、 

胸骨圧迫３０回 

人工呼吸が終わったら 

胸骨圧迫 
（その後は、胸骨圧迫30回と人工呼吸2回を 

繰り返して行う） 

胸骨圧迫が終わったら、 

気道確保と人工呼吸２回 
（その後は、胸骨圧迫と人工呼吸2回を 

繰り返し行う） 

Ａ 
Ｅ 
Ｄ 
到 
着

AEDの小児用電極パッドを貼る対象は、 

１歳以上８歳未満 
乳児に対してAEDを使用しな

い 

AEDの小児用電極パッドを貼る対象は、 

おおよそ６歳ぐらいまで 
乳児に対してAEDを使用でき

る 

救命の可能性と時間経過 

 

救命の可能性は時間ととも
に低下しますが、救急車が
到着するまでの間、居合わ
せた人が応急手当を行うこ
とにより、救命の可能性が
高くなります。 

心肺蘇生のまとめ 

 

胸骨圧迫と人工呼吸の 
組み合わせは３０：２      

胸
骨
圧
迫

位置
胸骨の下半分 

（目安は胸の真ん中）

方法
両手（体型によっては片

手）

深さ

少なくとも５㎝ 
（深さは体格に合わせ
る。目安は小児は胸の３
分の１、小学校高学年ぐ
らいの体格なら５cm） 

テン
ポ

少なくとも１００回/分

人
工
呼
吸

量 胸の上がりが見える程度

時間 約１秒

回数 ２回




